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　当所では６月１日からクールビズ運動を実施し、

ノーネクタイで執務させていただいています。

　また、会館の温度を 28℃とさせていただきま

すので、ご理解を賜りますようお願いいたします。

■今年は議員改選の年です

　第57回日立商工会議所会頭杯野球大会が開幕

■５月の常議員会

■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（５月）

　金融財務業部会・交通運輸業部会が部会会議を開催

■日立商工会議所女性会が通常総会を開催

■相談所だより

　小規模事業者経営発達支援資金のご案内

■政労使合意をご存知ですか？

■リレー随想（その193）

■会員探訪
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■会議所インフォメーション

　貸会場案内/役員議員紹介『素顔』

■国・県・市等からのお知らせ
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かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その③）：御岩神社

（写真左は樹齢500年の三本杉：林野庁の「森の巨人たち百選」に選ばれている）
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③　第1606号　（毎月20日発行） 平成28年6月20日 第1606号　（毎月20日発行） 平成28年6月20日　②

１．中小・小規模企業の支援強化と税制改正について
（1）中小・小規模企業の支援強化
　経営資源に乏しい小規模企業の支援体制を強化すべく、商工会議所等が行う「経営発達支援

　計画」に基づく各種事業をはじめとする経営改善普及事業および従事する経営指導員等の人

　件費に対し十分な予算措置を図られたい。

（2）消費税の軽減税率導入対策
　本制度導入にあたり、混乱なく導入できるよう総合的な対策を講じるとともに、平成３３年

　のインボイス導入に伴い、免税事業者に対し取引排除の影響が懸念されていることから万全

　な準備を講じられたい。

２．観光資源の利活用による産業振興について
（1）海洋観光資源の環境整備促進
　海水浴場をはじめ景勝・景観に優れた海岸線は、重要な海洋観光資源であり地域創生の有効

　な資源であることから環境整備の加速化を図られたい。

３．地域の発展を支える交通機能の整備促進について
（1）県北幹線道路の整備促進
　県北臨海都市圏都市交通戦略を推進し、日立、常陸太田、東海の２市１村にわたる道路拡幅

　やバイパスの早期完成による渋滞緩和を図るとともに、北茨城、高萩両市の地域防災道路と

　しての機能強化に向け広域的交通インフラ整備の拡充を図られたい。

（2）常磐線の利便性向上
　上野発22時以降の下り特急電車について、高萩駅まで延伸されたい。

平成28年度

県連政策委員会への要望事項（抜粋）

別記②
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㈱日立茨城テクニカルサービス
・㈱日立製作所

㈱日立物流

㈱日立ライフ

㈱日立製作所　日立事業部　経理部
・三菱日立パワーシステムズ㈱

ブルーバード学園・㈱日立製作所

㈱日立産業制御ソリューションズ
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今
年
は
議
員
改
選
の
年
で
す

　当
所
の
平
成
25
年
期
議
員
任
期

は
、
本
年
10
月
31
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
り
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

11
月
１
日
か
ら
新
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

■
議
員
は
商
工
会
議
所
の
代
表

　商
工
会
議
所
の
議
員
は
会
員
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
地
域
に
お
け
る

商
工
業
の
振
興
と
地
域
社
会
の
進

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
選
ば
れ
た

議
員
は
、
日
立
商
工
会
議
所
の
最

高
議
決
機
関
で
あ
る「
議
員
総
会
」

の
構
成
員
と
し
て
、
商
工
会
議
所

の
運
営
に
つ
い
て
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
議
員
定
数
は
１
１
０
名

　商
工
会
議
所
の
議
員
選
挙
は
、

広
く
商
工
業
者
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
、
幅
広
い
分
野
の
中
か

ら
会
員
の
意
思
を
託
す
こ
と
の
で

き
る
１
１
０
名
を
選
出
し
ま
す
。

議
員
の
選
出
は
、
３
号
議
員
、
２

号
議
員
、
１
号
議
員
の
順
で
選
出

さ
れ
ま
す
。

３
号
議
員（
定
数
16
名
）

会
頭
が
常
議
員
会
の
同
意
を
得

て
、
会
員
の
中
か
ら
選
任
し
た

議
員

２
号
議
員（
定
数
38
名
）

業
種
別
の
部
会（
７
部
会
）が
部

会
員
の
中
か
ら
選
任
し
た
議
員

１
号
議
員（
定
数
56
名
）

会
員
と
会
員
以
外
の
特
定
商
工

業
者
が
投
票
に
よ
っ
て
会
員
の

う
ち
か
ら
選
挙
し
た
議
員

■
会
費
納
入
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　お
願
い
し
ま
す
。

　議
員
選
挙
で
選
挙
権
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
会
員
と
特
定

商
工
業
者（
注
）に
限
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
定
の
会
費
及
び
負
担

金
を
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

（
注：

商
工
会
議
所
法
に
従
い
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、

６
ケ
月
以
上
、
地
区
内
に
営
業
所

等
を
有
す
る
商
工
業
者
で
、
従
業

員
が
20
名（
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

は
５
人
）以
上
、
資
本
金
額
ま
た

は
払
込
済
出
資
総
額
が
３
０
０
万

円
以
上
の
事
業
所
。

　会
員
の
皆
様
に
は
、
議
員
の
選

挙
・
選
任
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　５
月
24
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
４
月
の
新
入
会

員（
別
記
①
）を
承
認
。
次
に
熊
本

地
震
に
係
る
義
援
金
支
援
に
つ
い

て
協
議
し
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の

義
援
金
支
援
は
、
５
年
前
の
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
全
国
各
地
商

工
会
議
所
、
日
本
商
工
会
議
所
等

か
ら
の
温
か
い
見
舞
金
お
よ
び
義

援
金
の
ご
配
慮
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
へ

の
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
の
呼
び

掛
け
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。

　続
い
て
、
茨
城
県
商
工
会
議
所

連
合
会
政
策
委
員
会
へ
の
当
所
の

提
言
・
要
望
事
項（
別
記
②
）を
協

議
し
追
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
茨

城
県
知
事
へ
の
要
望
と
し
て
、
日

立
市
長
、
日
立
商
工
会
議
所
会
頭

連
名
に
よ
る
河
原
子
港
海
岸
区
域

海
岸
保
全
事
業
の
促
進
に
関
す
る

要
望（
別
記
③
）に
つ
い
て
追
認
し

ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
田
山
専
務
理

事
か
ら
議
員
の
職
を
行
う
者
の
変

更
と
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路

拡
大
協
定
締
結
に
つ
い
て
、
事
業

所
長
特
別
講
演
会
の
開
催
と
ク
ー

ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
あ
り
、
武
田
情
報
化
委

員
長
か
ら
早
期
景
気
観
測（
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｌ
）調
査
平
成
27
年
度
第
４
四

半
期
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
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飲
食
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株
式
会
社
イ
ワ
マ
サ
ー
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ス

（
接
骨
業
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　若
葉
町
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５

5
月
の
常
議
員
会

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介
別記①

「思遣」
成功の秘訣は、
いかに、相手の立場に立てるか。
おもいやりは、思い
を遣ると書きます。
自分の中で閉じて
いた思い。殻から抜
け出し、相手へ派遣
すること。それがお
もいやり。

　　書道家
　　　武田　双雲
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㈱日立製作所　日立事業所
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太洋工業㈱
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　5月18日、当所で第57回日立商工会議

所会頭杯野球大会の実行委員会が開催

され、組み合わせ抽選が行われました。

　今年は11チームが出場し、7月24日の

決勝戦を目指して戦います。

18

0

3

10

2

9

10

3

0 10

7

4

6

1

水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７

第57回 日立商工会議所会頭杯野球大会が開幕
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会
議
所
、
日
本
商
工
会
議
所
等

か
ら
の
温
か
い
見
舞
金
お
よ
び
義

援
金
の
ご
配
慮
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
熊
本
地
震
へ

の
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
の
呼
び

掛
け
に
協
力
す
る
も
の
で
す
。

　続
い
て
、
茨
城
県
商
工
会
議
所

連
合
会
政
策
委
員
会
へ
の
当
所
の

提
言
・
要
望
事
項（
別
記
②
）を
協

議
し
追
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
茨

城
県
知
事
へ
の
要
望
と
し
て
、
日

立
市
長
、
日
立
商
工
会
議
所
会
頭

連
名
に
よ
る
河
原
子
港
海
岸
区
域

海
岸
保
全
事
業
の
促
進
に
関
す
る

要
望（
別
記
③
）に
つ
い
て
追
認
し

ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
田
山
専
務
理

事
か
ら
議
員
の
職
を
行
う
者
の
変

更
と
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路

拡
大
協
定
締
結
に
つ
い
て
、
事
業

所
長
特
別
講
演
会
の
開
催
と
ク
ー

ル
ビ
ズ
の
実
施
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
報
告
が
あ
り
、
武
田
情
報
化
委

員
長
か
ら
早
期
景
気
観
測（
Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｌ
）調
査
平
成
27
年
度
第
４
四

半
期
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

有
限
会
社
山
邊
鉄
工（
製
缶
業
）

　東
町
３－

８－
６

ホ
ー
ス
の
フ
ジ
タ

 

（
油
圧
ホ
ー
ス
販
売
業
）

　東
金
沢
町
２－

14－

33

株
式
会
社
ジ
オ
フ
ー
ズ

（
料
理
教
室
）

　川
尻
町
７－

37－

14

和
菜

　弐
鷹（
飲
食
業
）

　平
和
町
１－

18－

12

株
式
会
社
イ
ワ
マ
サ
ー
ビ
ス

（
接
骨
業
）

　若
葉
町
２－

５－

５

5
月
の
常
議
員
会

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介
別記①

「思遣」
成功の秘訣は、
いかに、相手の立場に立てるか。
おもいやりは、思い
を遣ると書きます。
自分の中で閉じて
いた思い。殻から抜
け出し、相手へ派遣
すること。それがお
もいやり。

　　書道家
　　　武田　双雲
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アイ・イー・シー㈱

㈱日立パワーソリューションズ

㈱日立製作所　日立事業所
国分生産本部

日立ＧＥニュー・クリアエナジー㈱
・三菱日立パワーシステムズ㈱

太洋工業㈱

7

8

9

10

11

　5月18日、当所で第57回日立商工会議

所会頭杯野球大会の実行委員会が開催

され、組み合わせ抽選が行われました。

　今年は11チームが出場し、7月24日の

決勝戦を目指して戦います。
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水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７

第57回 日立商工会議所会頭杯野球大会が開幕
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第1606号　（毎月20日発行） 平成28年6月20日　④⑤　第1606号　（毎月20日発行） 平成28年6月20日

5月10日 地産地消・地場産品販路拡大に係る連携

 　　　　　及び協力に関する協定締結式

 正副会頭会議

5月13日 河原子港海岸区域海岸保全事業の

 　　　　　　　　促進に関する要望

5月14日 ものづくり探検少年団入団式

5月18日 第57回日立商工会議所会頭杯

 　　　　　野球大会実行委員会

5月24日 常議員会

 商業部会議員協議会

5月27日 金融財務業部会会議

5月30日 専門相談会

5月31日 交通運輸業部会会議

日立商工会議所の動き5月5月5月

日本商工会議所の動き

　政府は４月19日、「産業競争力会議」を開催し、名目ＧＤ

Ｐ600兆円に向けた新たな成長戦略案などについて議論

した。新成長戦略案は、中小企業におけるロボットやＩＴ

の活用による第４次産業革命で、新たな有望成長市場を創

出することなどを柱に据えている。

 　会議に出席した日本商工会議所の三村明夫会頭は、「人

手不足や長時間労働に悩む中小企業の生産性向上につな

がるものが多い」と新成長戦略案を評価。中小企業の生産

性向上については、ＩＴコーディネーターなどによる１万

社支援やロボット導入支援が、初めて打ち出されたことを

歓迎した。また、インバウンドの受け入れ体制構築に向け、

宿泊施設や交通インフラの整備、旅行業法の規制緩和の前倒しなどを求めたほか、事業承継対策の強化を訴えた。

 　安倍晋三首相は、「今が若者の未来を左右する分岐点。新たな成長戦略は、日本の若者に無限の可能性を切り開

くものでなければならない」と強調した。 

産業競争力会議 新成長戦略でGDP600兆円へ  生産性向上策求める

　５
月
24
日
、
当
所
で
日
立
商
工

会
議
所
女
性
会
第
39
回
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

荒
井
会
長
は
じ
め
62
名
（
内
委
任

状
提
出
者
24
名
）
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
荒
井
会
長
の
挨
拶

に
続
い
て
、
来
賓
の
秋
山
光
伯
会

頭
、
青
年
部
佐
藤
歳
宣
会
長
か
ら

の
祝
辞
の
後
、
荒
井
会
長
が
議
長

と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　審
議
で
は
平
成
27
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
承
認
と
平
成

28
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
収
支

予
算
（
案
）
決
定
に
つ
い
て
順
次

審
議
し
、
原
案
通
り
す
べ
て
承
認

し
ま
し
た
。

　次
に
役
員
改
選
に
入
り
、
新
会

長
に
弓
野
孝
子
氏
（
有
限
会
社
日

電
舎
）
を
満
場
一
致
で
選
任
し
ま

し
た
。
こ
の
日
選
任
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま

で
の
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　審
議
終
了
後
、
会
長
を
退
任
す

る
荒
井
愛
子
さ
ん
に
弓
野
新
会
長

か
ら
花
束
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　弓
野
新
会
長
挨
拶

　わ
が
国
は
「
人
口
急
減
」
と
「
地

方
の
疲
弊
」
と
い
う
大
き
な
構
造

的
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
変
困
難
な
課
題
で
は

あ
り
ま
す
が
、
何
と
し
て
も
克
服

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
解
決
の
鍵
と
な
り
ま
す
の
は
、

女
性
の
力
で
あ
り
ま
す
。「
女
性

の
活
躍
の
推
進
」
は
安
倍
総
理
も

成
長
の
柱
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま

あいさつする安倍首相(右から２人目）と三村会頭（左から２人目）

　5月27日、当所で金融財務業部会会議を開催し、副部会
長に石川浩史氏（茨城県信用組合日立支店長）、東出博隆
氏（株式会社東日本銀行日立支店長）、菊地広幸氏（株式会
社東邦銀行日立支店長）を選任しました。また、5月31日
には交通運輸業部会会議を開催し、部会長に別役高裕氏
（株式会社日立物流東日本営業本部日立営業部部長）を選
任しました。この選任は事業所の人事異動に伴うもので、
任期は平成28年10月31日までとなっています。

金融財務業部会

副部会長

石川浩史氏
副部会長

東出博隆氏
副部会長

菊地広幸氏
茨城県信用組合
日立支店長

株式会社東日本銀行
日立支店長

株式会社東邦銀行
日立支店長

金融財務業部会会議・交通運輸業部会会議を開催
す
の
で
、
急
激
な
環
境
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女
性
の

柔
軟
か
つ
大
胆
な
発
想
と
実
行
力

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
、
商
工
会
議
所

の
下
部
組
織
と
し
て
地
域
で
活
動

し
て
い
る
私
た
ち
女
性
会
は
、
微

力
な
が
ら
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
に
誠
実
に
今
年
度
も
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

　関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

一
人
一
品
持
寄
り
運
動
の
実
施
、

自
己
啓
発
や
経
営
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
39
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
弓
野 

孝
子
氏
を
選
任

5 月27日 講習会「作曲家吉田正氏についての
 　　　　　　　講演とミニコンサート」
9月25日 マイナンバー制度講習会
11月27日 若手後継者等育成事業
 女性経営者交流シンポジウム
 　　講演会　テーマ「大人の始末」
 　　　　　　講師　作家　落合 恵子氏
3月22日　一人一品持寄り運動寄贈　

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダーとして、凛と信をもって連

帯し、平和で豊かな社会を築きましょう。

一、リーダーとは高い志をもって、自己の変革・向上を目指すことです。

一、凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発展に努め、地域社会に貢

　　献することです。

一、信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良き伝統・文化を愛し、次

　　の世代に継承することです。

一、連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を内外に広げることです。

平成27年度の主な事業
商工会議所女性会活動指針

交通運輸業部会

部会長

別役高裕氏
株式会社日立物流東日本
営業本部日立営業部部長
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日立支店長

金融財務業部会会議・交通運輸業部会会議を開催
す
の
で
、
急
激
な
環
境
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女
性
の

柔
軟
か
つ
大
胆
な
発
想
と
実
行
力

が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
時
、
商
工
会
議
所

の
下
部
組
織
と
し
て
地
域
で
活
動

し
て
い
る
私
た
ち
女
性
会
は
、
微

力
な
が
ら
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
に
誠
実
に
今
年
度
も
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

　関
係
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、

一
人
一
品
持
寄
り
運
動
の
実
施
、

自
己
啓
発
や
経
営
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
地
域

商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

日
立
商
工
会
議
所
女
性
会 

第
39
回
通
常
総
会
を
開
催

会
長
に
弓
野 

孝
子
氏
を
選
任

5 月27日 講習会「作曲家吉田正氏についての
 　　　　　　　講演とミニコンサート」
9月25日 マイナンバー制度講習会
11月27日 若手後継者等育成事業
 女性経営者交流シンポジウム
 　　講演会　テーマ「大人の始末」
 　　　　　　講師　作家　落合 恵子氏
3月22日　一人一品持寄り運動寄贈　

　わたしたち、商工会議所女性会は、リーダーとして、凛と信をもって連

帯し、平和で豊かな社会を築きましょう。

一、リーダーとは高い志をもって、自己の変革・向上を目指すことです。

一、凛とは情熱・勇気をもって行動し、社業の発展に努め、地域社会に貢

　　献することです。

一、信とは、礼節・勤勉を尊び、美しい自然や良き伝統・文化を愛し、次

　　の世代に継承することです。

一、連帯とは、女性経営者の友情と信頼の輪を内外に広げることです。

平成27年度の主な事業
商工会議所女性会活動指針

交通運輸業部会

部会長

別役高裕氏
株式会社日立物流東日本
営業本部日立営業部部長
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　「ＣＯ2チェックシート」は、毎月の電気代や使用量などを入力すると自社のＣＯ2排出量が自動的に計算され、

簡単操作でグラフ化できるエクセル形式の無料ツールです。

　今回新たに照明設備を蛍光灯からＬＥＤに設備更新した場合の、「コスト削減効果」や「ＣＯ2排出削減効果」を

シミュレーションできる機能を追加しました。

　省エネや節電の企画・実行に人員を割く余裕やノウハウのない中小企業や小規模事業者の皆様にも手軽にご利

用いただけます。ぜひご活用ください。

　政府や日本商工会議所などで構成する「経済の好循環実現に向けた政労使会議」は、下記の通り、価格転嫁など

に関する取り組みについて合意しております。

電気・燃料の使用量、ＣＯ２排出量を見える化できるツール「ＣＯ２チェックシート」（改訂版・無料）をご活用ください

政労使合意をご存知ですか？政労使合意をご存知ですか？政労使合意をご存知ですか？政労使合意をご存知ですか？

「経済の好循環の継続に向けた政労使の取り組み」（平成26年12月16日政労使合意）の主な内容
・好循環継続に向け、政労使が一致協力して取り組むことに合意。

・上記の政労使合意をさらに強力に推進するため、価格転嫁やサービス業の生産性向上に向けた取り組み策を決定。

　政府の環境整備の取り組みの下、経済界は、賃金の引上げに向けた最大限の努力を図るとともに、取引企業の仕入
れ価格の上昇などを踏まえた価格転嫁や支援・協力について総合的に取り組む。

取引先企業の仕入れ価格の上昇などを踏まえた取り組み
（経済界による総合的取り組み）
・日本経済団体連合会は、取引先企業と原材料費の騰落や財・サービスの需給変動に基づく損益の分担方法などをあ
　らかじめ合意するなどにより価格転嫁を含めて適正な取引価格が形成されるよう、全国各地の会員企業への直接的
　に呼びかける。
・上記活動を行う中で、取引先企業に対し、生産・運営管理・人的資源管理など生産性向上に向けた支援・協力、共
　同での技術・製品開発など高付加価値化に向けた支援・協力などに努めるよう、会員企業に対して勧奨する。
（政府による対応）
・今後、産業界に対して、下請取引ガイドラインに沿った取引を行うよう徹底して要請する。
　下請取引ガイドライン⇒http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/torihiki/guideline.htm
・下請け代金法に基づく監視、取り締まりを強化する。

　日本政策金融公庫国民生活事業では、小規模事業者の方々の持続的発展のお役にたて

るよう、「小規模事業者経営発達支援資金」を取扱いしています。

小規模事業者経営発達支援資金のお知らせ

自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　１,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率１.20％（平成28年6月1日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率１.30％（平成28年6月1日現在）

※どちらも年利１.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
お問合せはお近くの金融機関または経営支援課まで

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率１.30％（平成28年6月1日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
◯日立市内(十王地域を除く)で１年以上継続して同一事
業を営んでおり、税務申告をしている方

◯当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
◯従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

◯所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利１.１0％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは経営支援課まで

　小規模事業者事業の持続的発展を図ることを目的に、小規模事業者の技術の向上、

新たな事業の分野の開拓その他の小規模事業者の経営の発達に資する支援計画を「経営

発達支援計画」として経済産業大臣が認定する仕組みが導入され、平成27年11月17日、

日立商工会議所の「経営発達支援計画」が経済産業大臣から認定されています。

（注）従業員数５人以下の場合は、据置期間３年間以内となります。

経営発達支援計画の認定を受けた商工会議所・商工会から事業計画の策定・実施の

支援を受け、持続的発展に取り組む小規模事業者

ご利用いただける方に該当する方が事業の持続的発展を目的とした事業計画の実施

のために必要とする設備資金およびそれに伴う運転資金

設備資金20年以内（うち据置期間2年以内）（注）

運転資金　8年以内（うち据置期間2年以内）（注）

特別利率A

[雇用を拡大される方]特別利率U

7,200万円以内（うち運転資金４,800万円以内）

お客様のご希望を伺いながらご相談させていただきます

ご利用

いただける方

資金の使いみち

ご 融 資 額

ご返済期間

利　率（年）

担保・保証人

そ　の　他

ご融資

認定商工会議所

（日立商工会議所）

ご相談

お申込

日本政策金融公庫

国民生活事業

受付

◆ 問合せ　経営支援課 ◆

詳細はホームページをチェック！ http://eco. jcci .or . jp/

④年度比較シートで、指定年数分のデータ推移
　を表示できます。

③数値入力した項目を選択するとグラフ
　化します。

⑤シミュレーションシートで、蛍光灯からLED
　に設備更新した場合のコスト削減効果やCO2
　排出削減量をグラフ比較できます。
　蛍光灯の年度期間、LEDに設備更新した場合の年度
　期間を設定し、業種、地域を選択します。

②会社名と年度、エネルギー種別に
　毎月の使用量、料金を入力します。
主な時間帯、電気事業者も選択します。

①年度ごとのシートで分かれています。
　該当年度のシートを選択して下さい。


